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１、はじめに 事業概要
内容

事業の位置付け・背景 自動車リサイクルという業種を知る一般の人は少ない。
自動車リサイクルの周知と同時に事業として営む者の存
在を知ってもらうことが必要であり、RUMアライアンス
（RUM)は自動車リサイクルの現場を活用して自動車リサ
イクル周知活動を展開する。

事業の実施内容 一般の方にリサイクルの現場を見ていただき、業界には
工場見学受入の意義と効用を伝え、見学来訪者の増加を
図る活動を3か年計画で実施する。

事業計画 2020年度
（初年度）

・見学の動画を制作、YouTubeに掲載し関心を引付ける。
・Facebookを使い拡散を図る。
・受入企業と来訪希望者のマッチングサイトを開設する。
・受入企業を20社にする。

2021年度
（2年目）

・初年度制作物の活用促進を図る。
・見学受入企業を25社に増加し、来訪者を6,000名にす
る。

・受入企業の担当者研修を2回行い、各社の応対の平準化
と応接力の向上を図る。

・初年度制作物の修正と管理を行う。

2022年度
（3年目）

・工場見学受入企業50社を目標。
・年間１万名の来訪者をめざす。
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１、はじめに 事業概要 （全体スケジュール）
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全体スケジュール 実績 計画

工場見学受入調査とマップ作

成

見学受入企業開拓

教育関係者への周知（呼びか

け、チラシ作成、送付）

動画作成

サイト作成

SNSとの連携

小冊子の作成・修正・増刷

(印刷物、資料等)

受入企業マニュアル作成、パ

ネル作成、手引きの修正

見学受入の対応

オンライン見学の充実

WEB関係作業

月次見学受入実績集計

顧客満足度を高める取組

受入担当者の研修と

意見交換

その他

作業項目 2020年度 2021年度 2022年度

自動車リサイクル周知分科

会

受入企業の増加とサイトの活用



１、はじめに 事業概要 （実施体制）
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１、はじめに 事業概要
（1年目事業での課題とそれに対応する2年目の取組）

1年目（2020年度）の事業で明らかになった課題

• 新型コロナウイルスの広がりと、緊急事態宣言等の発令により、見学者
のキャンセルがあり、受入企業は見学受入れを控えることになった。

• 制作したサイトの活用のために、見学希望者がメールで直接企業担当者
に問合せが出来るようにすることが利用者に便利であり、また、オンラ
イン見学ができることを知らせる必要があることがわかった。

• 作成したサイトの周知が十分にされていない。

2年目（2021年度）の解決のための取組

• サイトの改良を行い、当サイトから直接受入企業担当者に申込みできる
フォームを作る。

• オンライン見学に対応するページをサイトに設ける。

• 当サイトの案内チラシを作成し、見学主要団体の教育関係者に送付し周
知を図る。
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1、はじめに 事業概要 （2021年度事業概要）

2021年度は前年の課題の解決を優先にサイトの活用をめざし、以下の事項
に取組んだ。

①自動車リサイクル周知分科会開催

②受入企業の増加とサイトの活用
・見学受入企業開拓、呼びかけ
・教育関係者への呼びかけ、チラシ作成・送付

③継続WEB関係作業（サイト、SNS、動画）

④月次見学受入実績集計

⑤顧客満足度を高める取組
・見学受入の対応
・パネル制作、手引きの修正
・小冊子の増刷と配布

⑥受入担当者研修、意見交換会

⑦その他（報告資料の作成等）
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （１）工程表
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計画/実績
3月末
進捗率

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

提案時計画

実績

②

提案時計画

実績

提案時計画

実績

提案時計画

実績

提案時計画

実績

⑤

提案時計画

実績

提案時計画

実績

提案時計画

実績

提案時計画

実績

提案時計画

実績

④
月次見学受入実績集
計

100%

顧客満足度を高める取組

小冊子の増刷と配布 100%

見学受入の対応 100%

パネル制作、手引きの
修正

100%

⑦ その他 100%

⑥
受入担当者研修、意
見交換会

100%

作業項目

①
自動車リサイクル周知
分科会開催

100%

見学受入企業開拓
（呼びかけ）

100%

受入企業の増加とサイトの活用

教育関係者への呼び
かけ、チラシ作成、送
付

100%

③
継続WEB関係作業
（サイト、SNS、動画）

100%



２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
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開催日 WEB会議で開催 参加者 概要

4月14日 第1回 9名 ・2020年度第14回分科会以降の動きの報告
・2年目の数値目標の確認
・2021年度の事業計画とその取組みについて

7月13日 第2回 7名 ・2021年度第1回分科会以降の動き
・2021年度に取組む事業の進展状況

9月15日 第3回 13名 ・第2回以降の報告
・2年目作業項目①～⑦の取組状況を確認
・特にサイト案内チラシの第5稿とオンライン見
学の取組み方に議論集中

10月30日 第4回 6名 ・中間報告草稿の確認
・11月計画（外部への呼びかけ事項確認）
・サイトの機能を高める修正について

1月12日 第5回 7名 ・報告書の作成と選考委員のコメントについて
・報告書作成に向けて検討チームを立上げる

①自動車リサイクル周知分科会開催（計画通り5回開催）

• 別に報告書検討チームによる検討会を4回（1月26日、2月2日、2月28日、
3月19日）開催、参加者は4名。



２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
②-1 受入企業の増加とサイトの活用（見学受入企業開拓、呼びかけ）
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当初の計画

• 4月と10月以降の2回の呼びかけを計画した。

作業の進捗

• 事業協同組合NGPから4月1日に見学可能な25社の名簿が届くも、内8社はすでに
本事業サイトに登録済み。未登録の17社に呼びかけた。

• 5月18日郵送。5月末までに2社から反応あり。サイト登録は19社23工場となる。

• 10月以降コロナ禍の合間にNGPと日本自動車リサイクル機構（JAERA）会員で見
学中止の企業に再度呼びかける。

• 3社から反応があり、サイト登録は22社26工場になる。

• 2022年に入りコロナ禍は第6波となる。
【補足】 サイトへの掲載依頼文は、添付資料１

• 2年目はサイト登録企業数25社以上を目標に、新たな受入企業８社増をめざした
が、5社の増加（達成率は63％）で登録企業は22社（26工場）になった。

今後の進め方

• NGPとJAERAに協力をお願いし、2022年度も呼びかけをつづける。NGPは対象
14社、JAERA会員では、受入中止中の12社と、受入れを続けるも本事業サイトに
未登録の6社。



２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
②-2 受入企業増加とサイトの活用（教育関係者への呼びかけ、チラシ作成・送付）

当初の計画

• 4月～7月に準備、9月～11月呼びかけ。

作業の進捗

• 4月、教育委員会（教委）に呼び掛け書面とサイト案内チラシの原稿を持参し助言を集めた。

添付資料２

• チラシ原稿作成とオンライン見学の取組には現場の状況を勘案する必要との意見があり、以下
の⑥の受入れ担当者の意見交換会（6月9日）と研修（7月27日）まで進行を中断した。

• チラシ原稿、サイトのオンライン見学ページの修正を終え10月から呼びかけをスタートした。

• 教委の送付先リストは、工場の所在する市町村で小学校数をしらべた。（30市町村715校）

• 教委へは郵送する。教委の先生の助言により各校2枚と社会科研究会50枚を基準に、計3,000
枚近くを10月末までに送付した。

添付資料３

• 教委からの直接反応は1件で、小学校の先生からの反応が1件（川越市）あり。

添付資料シート感謝①参照

今後の進め方

• サイト登録社数の増加に合わせてチラシを修正し、対象の市町村を拡大して第2回の送付を準
備したが、送付は新年度まで見送った。

• 教委ではなく直接小学校への送信も検討する。
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
③継続 WEB関係業務（サイト、Facebook、YouTube） 【1/3】

当初の計画

• 初年度制作物の適宜更新と追加など年間を通して以下の対応をする。

作業の進捗

【サイト】

• 2つの修正作業（マッチング機能アップ、オンライン見学対応ページを追加）の取組

• コロナ禍を勘案してオンライン対応を優先し完成（9月） 添付資料4

https://www.recycletour.com/virtual/

• マッチング機能を高める修正については、7月研修での受入担当者との意見交換で説明し、
11月研修でサイト制作者から説明し、再度の了解を得て1月14日に切替を実施した。

• これまで見学希望者はサイトのマップから企業を選び、当該企業のホームページを通して受
入担当者に申込むか電話により申込んでいた。この方式を改良し、サイト上のマップから企
業を選択し、問合せフォームにより直接企業担当者に繋がるようにした。

• 管理側では問合せフォームの記載があれば記録で確認できるようにした。

• サイト閲覧者数：4月から2022年3月末までの合計で1,438人。

【Facebook】

• 本事業の事務局に管理者を特定し、各社の情報担当者との連絡体制が出来た（10月）。

• 10月から2022年3月までに工場見学風景を紹介する16件が掲載されている。
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
③継続 WEB関係作業（サイト、Facebook、YouTube） 【2/3】

【YouTube動画】

• 3本の動画の視聴回数 4月から2022年3月末の合計で6,605回。

• YouTubeに関しては、新たな動画の制作は2021年度計画にはないので、オンライ
ン見学に際しては、サイトに登録している企業の動画も準備して戴き運用してい
る。

今後の進め方

• サイトは地域とのつながりを意識して、出来るだけ人手が関わる方法を考慮する。

• 受入企業は見学受入を通して地域の人対人の関係づくりを要望していることを考
慮する。（シート、感謝②参照）

• Facebookは週1回の情報の投稿を目指す。
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
③継続 WEB関係業務（サイト、SNS、動画） 【3/3】
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
④月次見学受入実績集計

• 工場見学の実施数（見学受入日、人数、団体名、反響など）集計。

• 2021年4月～6月は予約があったが、コロナ禍でキャンセルと中止が多くあった。

• 一方でWEBを使ったオンライン見学が行われた。

• 2021年4月～2022年3月末の合計7,991名（内オンライン4,929名）。
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
⑤顧客満足度を高める取組 （主な3項目）

当初の計画

• 「見学受入の対応」：4月から翌年3月が対象。

• 「パネルの制作、手引きの修正」：9月開始。

• 「小冊子の増刷と配布」：9月開始。

作業の進捗

• 「見学受入の対応」は、4月と11月にオンライン見学の研修で事例研究をした。

• 「パネルの制作、手引きの修正」は、着手と同時に分科会、及び受入担当者研修
でパネルに代えてポスターにすることを勧められ、ポスターで制作した。12月か
ら制作を進めデータは3月に完成した。

• 初年度制作した手引きの修正は、オンライン見学（バーチャル見学）についての
一章を新たに追加した。

• 「小冊子の増刷と配布」は、 2年目として8,000部追加発注した。新たに増刷し
た分から1,400部を配布した。

今後の進め方

• 「見学受入の対応」は、オンライン見学の要請が増加すると予想する。

• 「パネルの制作、手引きの修正」は、データが3月に完成したのでポスター制作に
進めていく。

• 「小冊子の増刷と配布」は、協力いただく法人の資料も在庫し迅速な配布に心が
ける。 15



２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
⑥ 受入担当者研修、意見交換会

当初の計画

• 研修は7月と11月。意見交換会は新たに企画。
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作業の進捗 開催日 参加者 概要

第1回意見交換会開催
（リモート開催）

2021年
6月9日

16名 コロナ禍での来訪呼びかけとオンラ
イン見学について。

第1回工場見学受入担当
者のスキルアップ研修
（リモート開催）

2021年
7月27日

15名 見学受入2社のシナリオ事例発表&研
究。
コロナ禍の継続下でのオンライン見
学について。

第2回工場見学受入担当
者のスキルアップ研修
（リモート開催）

2021年
11月25日

16名 バーチャル見学の事例研究（NGPの
事例）。
マッチング機能を高めるサイトの修
正についての説明。

第2回意見交換会開催
（リモート開催）

2022年
3月24日

21名 1月～3月の見学受入状況について。
見学時の説明資料について。

添付資料 ５、６

感謝②参照



２、今年度（2021年度）事業実施結果
（３）事業実施効果／得られた知見等 【1/2】

【実施結果を踏まえた考察】

●2021年度事業の効用

初年度に制作したYouTube収録の動画を導入部として「自動車リサイクル工場見学

紹介」サイトの活用を図ることを2年目の主要な目標とした。コロナ禍での見学受入に

はWEBを利用したオンライン見学の取組も求められ、担当者研修も2回実施した。

サイトの利用を促進するため、受入企業の増加と共に来訪者の増加をめざして、主要顧

客の教育関係者にサイトを案内するチラシを送付した。

また、自動車リサイクル業界の主要団体と有力事業協組と協調して取組む事業となった。

①事業の有効性

• 2年目の動画の視聴：動画3本の4月から2022年3月末までの視聴は３本合計6,605回。

• サイトマップ上の受入企業数は、2022年に5社増加し22企業（26工場）となり、サイ
トの訪問者は1,438人。

• 受入企業担当者研修では、オンライン見学についての不安と必要性について意見が出さ
れた。（事例研究に力点を入れることにした。）

• 来訪者は2年目目標6,000名に対し、7,991名（内オンライン4,929名）。
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２、今年度（2021年度）事業実施結果
（3）事業実施効果／得られた知見等 【2/2】

②事業の発展性

• サイトの受入企業はRUM9社に加えて、1年目8社、2年目5社増加し、22社（26
工場）になった。3年目は50企業に拡大したい。

• オンライン工場見学をリアル見学の補完ではなく、新しい見学方式とする。

• 全国のどこからでも見学先を選ぶことが出来る利便性を活かす。

• 来訪者にあわせて、オンラインによる説明に工夫して、講師と説明資料を変えて
より深い理解に結び付ける。

• 講演依頼の時にもオンラインの講話を設け、小冊子を資料として活用する。

③事業の効率性

• 2年目も事業費にかかる出費の旅費、会議・研修の会場費が大幅に減少した。

• コロナの効用ともいえるWeb会議は経費減の効果がある。今後も活用する。

④自動車リサイクル業界への影響

• 本事業の推進に業界最大団体JAERAの協力が頂け、2年目にNGP協組の協力があ
り、また、リサイクル業界関連法人とのコラボの話を戴けたことは、業界の中に
協調の流れを作り出す契機になると考える。
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３、現状の課題と想定される解決方法 【1/3】

本事業2年目の取組で明らかになった課題とその解決のために次の事項に取組む。

課題 １：サイトの利用度を高める取組を継続

本事業でサイトを公開したのが2020年12月で、2年目（2021年）のサイト閲覧者
は1,438人になるが、工場見学にまで結び付くのは少ないと推測される。コロナ禍で
受入企業は、受入回数と受入人数を絞り、実績のある団体を優先しているため、新規
の受入れは繰り延べになっている。

（解決の取組）
• この解決にはサイトの受入企業の増加が必要になる。見学受入企業の増加と受入機
会の増加には、業界の協力の下で、受入を中止している企業に働きかけを続け受入
企業50社を実現したい。

• 感染症が収束方向に向かうと教育関係者は社会見学をコロナ禍以前のように再開し、
見学者の増加は期待できる。

• 一般の方への呼びかけは、リサイクル祭り等のイベントの再開と、見学に来訪され
る企業、団体等を通して呼びかける。

• 自動車リサイクル周知に取組む団体と業界関係団体とのコラボによる周知活動の取
組をこれから具体化する。（現在3団体に協働を呼びかけ）

【補足】

2021年コロナ禍の夏休み、リサイクル祭に代わる企画として、車のリサイクル部
品を使った「リサイクル工作コンテスト」が1社で取組まれた。

• 自動車のリサイクル部品を活用して、夏休み工作作品に仕上げる創作コンテスト。
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３、現状の課題と想定される解決方法 【2/3】

課題2：新しい見学スタイルとしてオンライン見学の取組

コロナの影響で、現在工場見学のありようが大きく変化しつつある。
オンライン見学を実際の見学が出来ない時の補完ととらえてきたが、コロナ禍の下
では、新しい見学方式として、受入体験を重ねて充実させる必要がある。

（解決の取組）
• 事例研究から進めて、協力団体とのコラボにより、リサイクル周知活動をより進
化（深化）できる見学方式に充実する。

• オンライン見学充実に、自動車リサイクルの周知活動に取組んでいる法人と資料
の交換を進め、資料に合わせて解説者をオンラインで入れ替えるなどのコラボを
実施する。

• NGPが取組んでいる「バーチャル見学」の実施事例に学ぶ。

• 2021年度に先進企業の取組に学ぶ事例研究を始めた。以下は研修で取上げた事例
になる。

• 2021年8月にオンライン見学を実施した三重県企業の事例。
所要時間：45分間、動画視聴25分、Webを通して自社作成資料解説と質疑20分。

• 2021年3月～4月、石川県の企業がオンライン見学を実施した事例。
商業高校で校長室から１学年全クラスに講話と説明。教材は動画と小冊子。
設営された会合のゲスト講師として招聘され、自社に居ながら講話、説明した。
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３、現状の課題と想定される解決方法 【3/3】

課題 3：今年度の来訪者動向と本事業の目標達成如何

前述のように2年目の見学来訪者数は7,991名となり目標（6,000名）を達成
した。ただ、コロナ禍でもありオンライン見学が半数を超え4,929名となってい
る。

2021年度の工場見学とコロナの影響について以下に一つの資料を提示したい。

RUMの会員で10年以前から見学を受入れている企業の2021年4月から11月ま
での見学予約は45件で申込数は3,915名になっていた。この内5～9月のキャン
セル数は16件で、10～11月でも3件発生している。キャンセルの人数は1,848
名で予約申込数の半数近い（47％）。

コロナの影響が収束に向かえば、団体での工場見学は確実に増加することが同
社の資料から推測できる。

本事業3年目目標は10,000名の見学者であるが、この目標達成は本事業の内側
には、WEBを活用したオンライン見学の取組進展の如何があり、事業を取り巻
く環境ではコロナ禍の影響如何によると考える。
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4、次年度以降の事業計画変更案の有無

• 2022年度の事業計画は、申請時に提出した事業計画との変更はありません。
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5、2022年度 事業計画 （1） 実施内容 【1/2】

初年度に制作したサイトを始めとする諸作物の活用が2年目の課題であった。

3年目は、2年目作業7項目を継続し、3ヵ年事業の目標達成を目指す。

①自動車リサイクル周知分科会：3年目は6回開催する。

②見学受入企業の増加とサイトの活用

-1：見学受入企業開拓

• サイトのマップを都道府県レベルに展開出来る工場数を確保する。

• 現在コロナで中止の企業へ見学再開の呼びかけを継続する。（18社）

• 業界の事業協組にも工場見学受入れの協力を呼びかける。（14社）

• 「見学受入の手引き」を使い見学受入の意義とメリットを訴求する。

• マップ上の企業数を50社にする。

-2：教育関係者への周知

• サイト案内チラシを作成，教育関係者へ再度呼びかける。

• 直接学校へ呼びかける手段も工夫する。

• オンライン見学についてのチラシも作成する。

③継続WEB関係

-1：利用者に便利なサイトをめざし引き続き修正を施す。

-2：Facebookに見学実施企業の情報を定期的に送り、YouTube掲載動画の補完

とする。
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5、2022年度 事業計画 （１）実施内容 【2/2】
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④月次見学者等の集計（見学者月次集計、サイトの対応など）
• YouTube、サイトの各種の検索数を始め集計作業を継続する。
• 新たにサイトマップに参加した企業からの要望等に対応する。

⑤顧客満足度を高める取組
-1：オンライン見学の充実
• 小冊子を増刷してオンライン見学、オンライン講話に備え、更に見学者

の希望により説明資料と説明者を外部に求める。
• オンライン見学を新しい見学方式として、外部の協力も求める。
• 見学者別、見学方式別に対応を考える。
-2：説明資料の充実（小冊子の増刷、協働する法人資料の活用)
• 自動車リサイクルの説明をSDGｓから地球温暖化にも広げる資料を制作

する。
• パネルは電子データを制作し、ポスターで作成する。

⑥受入担当者研修と意見交換
• 研修を年2回開催（上期7月、下期11月）する。

⑦その他
• 月次報告、報告書などの作成。各種の問い合わせに対応。



５、 2022年度 事業計画 （2） 事業の実施体制

2022年度の事業実施体制図

2022年度の事業実施体制は現在の分科会を中心とする体制を維持する。
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5、 2022年度 事業計画（3） 実施スケジュール

26

■2022年度工程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①
自動車リサイクル周知

分科会

②

見学受入企業開拓

教育関係者への周知

③
継続WEB関係
（サイト、SNS、動画）

④ 月次見学者等の集計

⑤

オンライン見学の充実

説明資料の充実

⑥
受入担当者研修、

意見交換会

⑦ その他

作業項目

見学受入企業の増加とサイトの活用

顧客満足度を高める取組



5、 2022年度 事業計画 （4） 費用見積額

資金計画

• 提案時に申請した2022年度の費用見積は、総額で合計2,521,309円。

3か年の事業費（申請時見積）

• 2020年度：5,522,797円

• 2021年度：3,706,460円

• 2022年度：2,521,309円
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
② - 1 受入企業増加とサイトの活用（見学受入企業開拓、呼びかけ）

添付資料１

サイトへの掲載依頼文
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
② - 2 受入企業増加とサイトの活用（教育関係者への呼びかけとチラシの作成・送付）

添付資料２ 案内チラシ
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
② - 2 受入企業増加とサイトの活用（教育関係者への呼びかけとチラシの作成・送付）

添付資料３
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
③継続 WEB関係業務（サイト、Facebook、YouTube）

添付資料４ 自動車リサイクル工場見学サイト・バーチャル工場見学ページ
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２、今年度（2021年度）事業実施結果 （２）結果概要
⑥ 受入担当者研修、意見交換会

添付資料５、６ 受入担当者意見交換会、受入担当者スキルアップ研修のご案内
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感謝①： 教育委員会（教委）からの助言と経緯

• 教委は自治体の規模により3つの段階（都道府県教委、市教委、町村教委）がある。

• 本事業で訪問したのは県教委、市教委、町教委の3か所と社会科研究部会会長の小
学校。

• 2021年3月、県教委に訪問趣旨を話したところ、県教委は方向違いで、市町村に
なることが判明した。（県教委は高校以上を担当）

• 市と町の教委を訪問してチラシを小学校に届けていただくことが出来るか伺った
ところ、学校だけではなく、社会科研究部会の活動を紹介された。

• 教委から、社会科部会長（小学校校長）を紹介され伺ったところ、協力はしたい
がコロナ禍で先生の部会が5～6月は中止でされていると状況との返事。

• この期間を利用して、教委への呼びかけ文と案内チラシを整え、市教委に伺い丁
寧な助言を数回にわたり戴いた。文面修正と教委⇒小学校への連絡方向、小学校
の取扱いなど。

• 小学校には最低2枚届ける。1枚は掲示、1枚は先生方の回覧に必要。

• 受入各社の対応を考慮し、原則工場所在地の教委に「学校数×2＋50部」を送付。

• コロナ禍の小康状態の10月、助言を戴いた4箇所にはまず持参し、他の28教委に
は郵送した。

• 送付の反応から、小学校では校長がセキュリティーで先生方のメール使用を制限
している学校もあることを知る。
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感謝②： 工場見学受入担当者からの意見と助言

見学受入担当者とは、本事業のこれまでの研修（3回実施）と意見交換会（3回実
施）で話合いの機会を設けた。受入担当者からの発言を以下に整理する。

○要望

• 地元志向が貫かれ、地域との連携、絆を重視し、地元との交流手段として工場見
学を受入れている。

• 出来る限り地元と触れ合う機会にしたいのでデジタル時代とはいえ、電話での連
絡など人と人の結びつきを維持してほしい。（マッチングサイトの修正時）

• オンライン見学はこれまでしたことがないので不安。

• 見学受入には、仕事の繁閑と季節性を事前に明示したい。北国は冬期間は受入れ
が難しい。

○コロナ禍での対応

• 出来るだけ受入回数を少なくしたい。また1回の人数をへらしたい。

• すでに年間予約が出来つつあり、新規の予約は受入れできない。（長年受入れて
いる企業の場合）

• 協力をしたいが自社の企業継続プラン（BCP）から受入を中止せざるを得ない。
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